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　金田保育園では、澁
しぶ
谷
や

穂
ほ の か
乃華ちゃん（右）と穐

あき
本
もと

結
ゆい
菜
な
ちゃんが仲良くお絵描きしています。

お絵描きは、創造力や表現力を育みます。
　今号では、絵を通して子育てを支える美術館の
活動などを紹介します。
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「
す
ご
い
大
き
ー
い
」

「
あ
そ
こ
に
何
か
い
る
よ
」

　

子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
体
よ
り

も
大
き
な
絵
を
見
上
げ
な
が
ら
話

し
て
い
ま
す
。
１
月
22
日
に
吉
沢

保
育
園
の
課
外
授
業
と
し
て
開
い

た
平
塚
市
美
術
館
の
鑑
賞
ツ

ア
ー
。

　
『
す
き
』『
こ
わ
い
』『
ふ
し
ぎ
』と

書
か
れ
た
３
つ
の
マ
ー
ク
を
、
園

児
18
人
が
そ
れ
ぞ
れ
感
じ
た
絵
の

前
に
置
い
て
い
き
ま
す
。

「
こ
の
絵
が
好
き
な
人
ー
」

「
は
ー
い
」

　

感
想
を
聞
か
れ
て
、
手
を
挙
げ

る
子
ど
も
た
ち
。
作
品
の
感
想
を

話
し
た
後
、
ツ
ア
ー
の
講
師
か
ら

解
説
を
聞
き
ま
す
。

　
「
子
ど
も
た
ち
と
の
対
話
を
重

視
す
る
た
め
に
、
美
術
館
で
指
定

し
た
絵
を
見
て
も
ら
う
の
で
は
な

く
、
初
め
に
子
ど
も
た
ち
の
感
想

を
聞
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」と

話
す
の
は
、
美
術
館
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
講
師
を
務
め
る

「
ア
ー
ト
ケ
ア
ひ
ろ
ば
」の
冨
田
め

ぐ
み
さ
ん
。
近
く
の
市
町
で
も
、

子
ど
も
向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
い
て
い
ま
す
。

　
「
作
品
の
解
釈
に
正
解
は
あ
り

ま
せ
ん
」。
冨
田
さ
ん
は
自
由
に

感
想
を
述
べ
る
こ
と
が
子
ど
も
を

成
長
さ
せ
る
と
話
し
ま
す
。「
自
分

も
自
由
に
意
見
を
言
っ
て
い
い
ん

だ
と
い
う
こ
と
を

学
ん
で
く
れ
た
ら

い
い
で
す
ね
」と
ほ

ほ
笑
み
ま
す
。
絵
の

鑑
賞
は
自
己
表
現

力
な
ど
を
育
む
と

同
時
に
、
ほ
か
の
人

の
意
見
を
聞
く
こ

と
で
多
様
な
視
点

を
学
べ
ま
す
。

　

子
ど
も
は
大
人
が

驚
く
ほ
ど
の
観
察
力

を
持
っ
て
い
ま
す
。

「
小
さ
く
描
か
れ
た

絵
を
瞬
時
に
見
つ
け

た
り
、
潜
在
的
な
イ

メ
ー
ジ
を
捉
え
た

り
、
大
人
で
も
気
付

か
な
い
よ
う
な
と
こ

ろ
を
見
て
い
る
ん
で

す
」と
話
す
冨
田
さ
ん
。
鑑
賞
ツ

ア
ー
の
際
に
は
、
毎
回
、
子
ど
も

た
ち
の
反
応
に
驚
か
さ
れ
る
と
い

い
ま
す
。

親
子
を
つ
な
ぐ
絵

　
「
子
育
て
に
行
き
詰
ま
っ
た
り
、

子
ど
も
と
ど
う
接
し
て
い
い
の
か

分
か
ら
な
か
っ
た
り
す
る
時
期
に
、

子
ど
も
向
け
の
展
覧
会
は
子
育
て

の
見
通
し
を
立
て
る
良
い
機
会
で

す
」と
冨
田
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

乳
児
は
ま
だ
話
せ
な
い
頃
か

ら
、
指
を
さ
し
た
り
、
表
情
で
表

し
た
り
し
て
自
己
主
張
を
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
親
は
子
ど
も
の

　「子どもの絵は自分の気持ちを表して
います」と話すのは、こども発達支援室
の臨床心理士、中

なか
嶋
じま
朋子さん（下写真）。

保育園にうまく適応できない園児の親か
らの相談で、園での様子を報告したり、
家庭内の子育てにアドバイスしたりして
います。
　相談の中には、子どもが描く絵の相談
もあります。「『子どもが真っ黒な絵を描
いて、心理状態が心配』などの相談が保

育園や保護者からあ
りますが、暗い絵で
も表現することが大
切なんです」と中嶋
さんは話します。子
どもは、まだうまく
自己表現できないた
め、怒りや不満など、

たまった感情を絵にぶつけることがあり
ます。
　「一番心配なのは、ストレスなどをた
め込んでしまい、うまく発散できなく
なってしまうことです」と指摘します。
　「単純に絵を描くだけではなく、コミュ
ニケーションをとることが大切なんで
す」と話す中嶋さん。ただ「絵を描いて」
と言っても何を描いたらいいのか分から

ずに、負担に
なることがあ
ります。「子ど
も 1人で絵を
描かせるので
はなく、一緒
に描いたり、
『何描いてい
るの』『うまく
描けてるね』
などの言葉を
掛けたりして、コミュニケーションをと
りましょう」と話します。
　子どもは自分の表現にリアクションが
返ってくると、絵を説明したり、うれし
くてたくさん描いたりして、自信や意欲
を持ちます。
　「自分はこれでいいんだと、ありのま
まの自分を認められることを『自己肯定
感』と言います。子どもの発育段階では、
自己肯定感を育てることはコミュニケー
ションの基礎をつくる上で重要です」と
話します。「子どもにとっては、自分で描
いた絵を褒められると一生の宝物になる
んです」と中嶋さんはほほ笑みます。

問　こども発達支援室くれよん
☎32―2738

絵の中に写る気持ち

美
術
館
に
広
が
る
自
分
の
世
界

子 ど も を 育 て る 絵
　乳幼児向けのお絵描き教室や鑑賞ツアーは近ごろ、全国の
美術館などで盛んに開かれています。
　見たり、描いたり……。絵は子どもの心の成長を助けます。

問　美術館☎35―2111

発
信
す
る
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
ず
、

話
し
掛
け
れ
ば
、
子
育
て
が
ス

ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。

　
「
子
ど
も
に
全
て
を
教
え
よ
う

と
す
る
と
責
任
の
大
き
さ
に
押
し

つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
子
ど

も
は
自
分
で
何
か
を
感
じ
て
育
つ

力
が
あ
り
ま
す
。美
術
を
通
し
て
、

子
ど
も
自
身
の
育
つ
力
を
親
御
さ

ん
に
知
っ
て
も
ら
え
る
と
い
い
で

す
ね
」と
話
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
思
春
期
を
迎
え
た
子
ど

も
は
、
幼
少
の
頃
の
思
い
出
を
多

く
話
す
親
に
、
愛
情
を
感
じ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」と
も
話

し
ま
す
。
年
齢
を
重
ね
る
と
見
る

絵
は
変
わ
り
ま
す
。
幼
少
の
頃
に

見
た
絵
は
大
人
に
な
る
と
覚
え
て

い
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
周
り

の
大
人
が
記
憶
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。「
子
ど
も
の
頃
に
見
た
絵
は
、

親
子
を
つ
な
ぐ
財
産
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
が
将
来
、絵
を
通
し
て
、

新
た
な
出
会
い
に
つ
な
が
っ
て
い

く
と
う
れ
し
い
で
す
ね
」と
笑
顔

を
見
せ
ま
す
。

鑑
賞
で
学
ぶ
マ
ナ
ー

　

鑑
賞
ツ
ア
ー
に
は
、
毎
回
、
た

く
さ
ん
の
親
子
が
参
加
し
ま
す
。

参
加
者
の
中
に
は
美
術
館
で
の
鑑

賞
が
初
め
て
、
と
い
う
親
も
多
く

い
ま
す
。
自
分
は
興
味
が
な
く↓

園児に感想を聞く冨田さん（右）

子
ど
も
と
一
緒
に
絵
を
描
い
て
話
し
て
み
ま
し
ょ
う

作
品
の
感
想
を
話
そ
う
と
す
る
子
ど
も
た
ち
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子どもに選ば
れた

作品がズラリ

赤ちゃんたちのセレクション赤ちゃんたちのセレクション赤ちゃんたちのセレクション
気になる 大好き これなぁに

春の所蔵品展
２月21日（土）～４月12日（日）

　美術館では、親子の
展覧会鑑賞ツアーを平
成24年度から１６回開催
し、約580人が鑑賞に訪
れました。親に子ども
の反応を記録してもら
い、反応が良かった作
品45点を今回の所蔵品
展で展示します。子ど
もの反応を紹介したパネルも掲示します。
　午前９時30分～午後5時（入場は午後4時30分まで）。
月曜日休館。一般200円、高校生・大学生１00円。20人
以上の団体は一般１40円、高校生・大学生70円。中学
生以下・毎週土曜日の高校生・各種障がい者手帳の交
付を受けている方と付き添い１人は無料。６5歳以上で
市内在住の方は無料、市外在住の方は団体料金です。

もっと親子で絵を楽しむために
①担当学芸員によるギャラリートーク　3月7日(土)午
後3時～3時30分。展示室Ⅰ。観覧券が必要です。
②講演会「アートで育む親子コミュニケーション　美
術館における子育て支援の実践」　3月１4日(土)午後2
時～3時30分。ミュージアムホール。

問　美術館☎35―2１１１

て
も
、
子
ど
も
の
た
め
に
鑑
賞

す
る
親
は
多
く
、
若
い
世
代
の
参

加
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

鑑
賞
ツ
ア
ー
の
初
め
に
は「
子

ど
も
が
興
味
の
あ
る
作
品
を
見
付

け
る
」「
見
付
け
た
ら
や
り
と
り
す

る
」「
興
味
の
な
い
作
品
は
深
追
い

し
な
い
」「
順
番
通
り
に
、
一
つ
ず

つ
見
な
く
て
も
良
い
」「
触
れ
て
は

い
け
な
い
作
品
の
近
く
で
は
注
意

す
る
」の
五
つ
の
鑑
賞
の
ポ
イ
ン

ト
を
説
明
し
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
る
こ
と
で

子
ど
も
た
ち
は
作
品
が
大
事
な
も

の
だ
と
理
解
し
ま
す
。
そ
っ
と
歩

い
た
り
、
距
離
を
と
っ
て
み
た
り

…
…
。
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
と
、
美
術

館
内
が
よ
り
過
ご
し
や
す
く
な
り

ま
す
。

　
「
最
近
は
リ
ピ
ー
タ
ー
も
増
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
作
品
の
見

方
を
知
っ
て
気
が
楽
に
な
っ
た
か

ら
」と
話
す
冨
田
さ
ん
。

　

多
く
の
作
品
を
展
示
し
て
い
る

展
覧
会
で
は
、集
中
力
が
続
か
ず
、

大
人
で
も
疲
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

疲
れ
果
て
た
子
ど
も
は
美
術
に
対

し
て
良
い
印
象
を
持
た
な
く
な
り

ま
す
。「
無
理
に
全
て
を
見
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
が
興
味

を
持
っ
た
作
品
を
選
ん
で
見
ま

し
ょ
う
。
子
ど
も
に
と
っ
て
一
つ

で
も
心
に
響
く
よ
う
な
作
品
が
あ

れ
ば
、そ
れ
は
出
会
い
な
ん
で
す
」

と
冨
田
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

ア
ー
ト
で
広
が
る
世
界

　

美
術
館
で
は
、
課
外
授
業
と
は

別
に
、
親
子
を
対
象
と
し
た
鑑
賞

ツ
ア
ー
を
平
成
24
年
度
か
ら
開
催

し
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
乳
幼

児
や
親
子
を
対
象
に
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

お
絵
描
き
な
ど
を
親
子
で
楽
し
む

「
赤
ち
ゃ
ん
ア
ー
ト
」や
、
廃
材
、

牛
乳
パ
ッ
ク
で
工
作
す
る「
作
っ

て
遊
ぼ
う
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
」な

ど
、
子
ど
も
の
感
性
を
育
む
内
容

で
す
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
企
画
す
る

安
部
沙さ

や

か
耶
香
学
芸
員
は「
普
段
は

子
ど
も
が
い
て
美
術
館
に
行
き
づ

ら
い
と
い
う
親
子
に
も
参
加
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

と
話
し
ま
す
。

　

作
品
の
持
つ
迫
力
は
実
際
に
見

な
い
と
伝
わ
り
ま
せ
ん
。「
美
術
館

で
雰
囲
気
を
感
じ
な
が
ら
、
鑑
賞

す
る
こ
と
が
大
事
」と
強
調
す
る

冨
田
さ
ん
。
絵
は
平
面
の
も
の
と

し
て
見
ま
す
が
、
実
際
に
は
、
表

面
が
デ
コ
ボ
コ
し
て
い
た
り
、
キ

ラ
キ
ラ
し
て
い
た
り
す
る
作
品
も

あ
り
ま
す
。
横
幅
10
㍍
を
超
え
る

大
き
な
作
品
も
あ
り
、
本
や
画
像

で
は
体
験
で
き
ま
せ
ん
。

　
「
子
ど
も
た
ち
に
は『
美
術
の
世

界
っ
て
面
白
い
』と
感
じ
て
ほ
し

い
で
す
ね
。
ご
家
族
も
お
子
さ
ん

の
感
想
に
耳
を
傾
け
て
み
て
く
だ

さ
い
。
子
ど
も
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま

な
捉
え
方
で
、
違
っ
た
価
値
観
を

共
有
で
き
る
し
、
自
分
の
世
界
が

広
が
り
ま
す
」と
語
る
冨
田
さ
ん
。

安
部
学
芸
員
も「
ア
ー
ト
教
室
で

は
作
品
を
鑑
賞
し
た
後
、
絵
を
描

き
ま
す
。
創
造
力
を
刺
激
し
て
親

子
で
絵
を
描
い
て
み
て
く
だ
さ
い
」

と
話
し
、
子
ど
も
た
ち
と
の
展
覧

会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
絵
な
ぁ
に太陽の街

あううん・祈り
絹谷幸二。平成8年。
193.9㌢×259.1㌢。

田
た
澤
ざわ
茂
しげる
。昭和43年。194㌢×259㌢。

　2歳児になると作品を自分の感情で捉えます。中には「何こ
れ？ あんよ？ おめめ刺さって痛いねぇ」と目に何か刺さって
いるのを見つけて痛みに共感する子どももいました。
　5～６歳児になると自分なりの物語を作って見るようになりま
す。「突然変異して巨大に。骨がないみたい。時計の針が壊れて
いる」と創造力を膨らませて見る子どももいました。

　乳幼児の興味を引くモチーフで
あると言われる丸や赤が描かれて
いる作品です。模様を見ると馬
や鳥などの動物などがいます。
　１歳児は白や黒など色のコント
ラストがはっきりしている作品や、
知っている動物などが描かれてい
る作品に反応すると言われていま
す。ひときわ目を引く「太陽」に触
りたがる子どもたち。中には「大
切な作品だから触らないよー」と
話しながら、触りたい気持ちをこ
らえて近付く子どももいました。

　鳥、コイ、龍……。「流・転・生」を見てイメー
ジするものは人それぞれです。
　ある子どもは、この絵を見て「雨だ」と話しなが
ら、雨の絵を描きました。その様子に学芸員は驚
きました。作品に雨は描かれていません。しかし、

作家は幼少の頃に東南アジアに住んでいて、雨の
多い東南アジアの印象をイメージの源泉として、
絵に表現しています。子どもは絵の中に潜在的に
含まれる雨のイメージを感じ取ったのではないで
しょうか。

↓

展
覧
会
を
鑑
賞
す
る
園
児

「
赤
ち
ゃ
ん
た
ち
の
セ
レ
ク

シ
ョ
ン
」（
左
下
囲
み
）に
展
示

す
る
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

流・転・生
濱
はま
田
だ
樹里。平成23年。

200㌢×1,680㌢。

？
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■募＝応募方法
　（応募が必要です）
　問＝問い合わせ
■必要事項とある場合、
　郵便番号・住所・氏名
　（ふりがな）・電話番号
　をご記入ください。
■市役所への郵便物は、
　〒254―8686平塚市役所
　○○課で届きます。
■募集開始日の記載がない場合、
　２月２３日（月）午前8時30分から、
　受け付けます。
■メールの応募の場合 @以下に
　city.hiratsuka.kanagawa.jp
　を付けてください。

応 募 方 法

郵送･ファクス･
メールイベント名

郵便番号
住所
全員の氏名
電話番号
その他の事項

イベント名
郵便番号
住所
全員の氏名
電話番号
その他の事項

往復はがき

返 信 往 信

記　入　例

住 

所氏 

名

JAビルかながわ
（市民活動センター 消費生活センター）

松原
分庁舎

市民センター
（青少年相談室）

豊
原
分
庁
舎

福祉会館
こども発達支援室
くれよん

中央公民館

市役所本館・消防署
教育会館

青少年会館（青少年課）
中央図書館

美
術
館

八幡山
公園

総合公園

勤労会館
ひらつか
サン・ライフ
アリーナ

保健センター（健康課）

別館

市民プラザ

旧横浜ゴム
平塚製造所記念館

博物館

市役所臨時駐車場

JR平塚駅

駅前市民
窓口センター

募
　
集

応
募
方
法
の

詳
細
は
下
段

市
地
域
防
災
計
画（
改
訂
素

案
）へ
の
意
見

　

案
の
内
容
は
３
月
19
日（
木
）ま

で
、
公
民
館
・
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
・
市
ウ
ェ
ブ
な
ど
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

募　

意
見
・
必
要
事
項（
団
体
の

場
合
は
団
体
名
と
代
表
者
名
も
）

を
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル

ま
た
は
直
接
、
３
月
19
日（
木
）ま

で
に
、
本
館
３
階
の
災
害
対
策
課

☎
21
―
９
７
３
４

０
１
２
０
―

７
０
４
５
８
９

saigai@

へ
。

選
挙
事
務
の
臨
時
職
員

　

投
票
所
で
投
票
用
紙
を
渡
す
事

務
な
ど
を
す
る
臨
時
職
員
に
な
り

ま
せ
ん
か
。

　

市
内
在
住
・
在
学
の
高
校
生
を

除
く
18
歳
以
上
の
方
。
午
前
６
時

30
分
～
午
後
８
時
30
分
。
勤
務
の

前
日
に
２
時
間
程
度
の
準
備
が
あ

り
ま
す
。
時
給
940
円
。

募　

本
館
５
階
の
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
☎
21
―
８
７
９
５
や
市

ウ
ェ
ブ
に
あ
る
登
録
用
紙
を
、
本

人
が
直
接
、
３
月
31
日（
火
）ま
で

に
、
同
事
務
局
へ
。
簡
単
な
面
談

を
し
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
　
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
運
営
委
員

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
開
く
体

験
教
室
や「
く
る
り
ん
ま
つ
り
」に

協
力
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
委

員
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方
10

人
①
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

高
校
生
を
除
く
18
歳
以
上
②
平
日

の
昼
間
に
、
年
10
回
程
度
開
く
会

議
な
ど
に
出
席
で
き
る
。

募　

必
要
事
項
・
年
齢
・
応
募
動

機
を
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー

ル
ま
た
は
直
接
、
２
月
20
日（
金
）

～
３
月
20
日（
金
）に
、
〒
254
―
00１4

四
之
宮
７
―
３
―
５
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
☎
51
―
５
３
０
１

54
―

６
５
３
０

kururin@

へ
。

馬
入
花
畑
の
会
で
活
動
し
ま

せ
ん
か

　

馬
入
・
光
と
風
の
花
づ
つ
み
で

月
４
～
８
回
程
度
の
草
取
り
や
種

ま
き
、
年
２
回
の
ポ
ピ
ー
や
コ
ス

モ
ス
の
摘
み
取
り
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
し
ま
す
。
年
500
円
。

募　

電
話
で
、
み
ど
り
公
園
・
水

辺
課
☎
21
―
９
８
５
２
へ
。

図
書
館
の
床
面
マ
ッ
ト
に
広

告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

　

年
間
約
38
万
人
が
来
館
す
る
中

央
図
書
館
と
、
約
16
万
人
が
来
館

す
る
西
図
書
館
の
床
面
マ
ッ
ト                                                                                                                                                

で
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か
。

　

３
枠
程
度（
先
着
順
）。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募　

電
話
で
、
ト
ー
カ
イ
東
京
営

業
所
☎
03
―
6
８
３
２
―
３
０
９

８
へ
。

小
規
模
な
修
繕
を
請
け
負
う

事
業
者
の
登
録
申
請

　
「
小
規
模
工
事
等
随
意
契
約
適

格
者
名
簿
」へ
の
登
録
申
請
を
受

け
付
け
ま
す
。
資
格
の
有
効
期
間

は
４
月
１
日
～
平
成
29
年
３
月
31

日
で
す
。

募　

市
ウ
ェ
ブ
や
本
館
５
階
の
契

約
検
査
課
☎
21
―
８
７
８
０
に
あ

る
申
請
書
を
、
３
月
２
日（
月
）～

16
日（
月
）の
平
日
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
に
、
直
接
、
同
課
へ
。

や
す
ら
ぎ
回
廊「
緑
と
文
化

の
湘
南
丘
陵
の
道
」を
歩
く

　

平
塚
八
景
に
指
定
さ
れ
て
い
る

松
岩
寺
や
霧
降
り
の
滝（
左
写
真
）

な
ど
を
巡
り
ま
す
。

　

３
月
22
日（
日
）午
前
８
時
30
分

～
正
午
。
荒
天
の
場
合
は
29
日

（
日
）に
延
期
。
東
横
イ
ン
湘
南
平

塚
駅
北
口
Ⅰ（
明
石
町
１
―
１
）前

集
合
。小
学
生
以
上
の
方
20
人（
抽

選
）。小
・
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
。

飲
み
物
。
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
・

運
動
靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

募　

必
要
事
項
・
年
齢
を
、
電
話
・

メ
ー
ル
で
、
２
月
20
日（
金
）～
３

月
16
日（
月
）に
、
商
業
観
光
課
☎

35
―
８
１
０
７

shokan@

へ
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
技
術
員

　

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
パ
レ
ス
相
石
ス

タ
ジ
ア
ム
ひ
ら
つ
か
や
Ｓ
ｈ
ｏ
ｎ

ａ
ｎ
Ｂ
Ｍ
Ｗ
ス
タ
ジ
ア
ム
平
塚

で
、
試
合
運
営
の
サ
ポ
ー
ト
を
し

ま
せ
ん
か
。

ス
コ
ア
ボ
ー
ド
点
示
員　

得
点
操

作
・
選
手
名
の
入
力
な
ど
。

放
送
員　

野
球
場
で
の
ア
ナ
ウ
ン

ス
な
ど
。

　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
高

校
生
以
上
の
方
、各
５
人
程
度（
選

考
）。
実
技
研
修
が
あ
り
ま
す
。

　

施
設
利
用
者
か
ら
の
依
頼
を
受

け
て
活
動
し
ま
す
。
パ
ー
ト
や
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
、
市
や
総
合
公
園

と
雇
用
関
係
の
あ
る
業
務
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

募　

電
話
ま
た
は
直
接
、
月
曜
日

を
除
く
、
２
月
20
日（
金
）～
３
月

４
日（
水
）に
、
総
合
公
園
管
理
事

務
所
☎
35
―
２
２
３
３
へ
。

地
域
の
行
事
に
役
立
つ
イ
ベ

ン
ト
用
品
を
貸
し
出
し
ま
す

　

自
治
会
や
子
ど
も
会
な
ど
の
地

域
活
動
用
に
イ
ベ
ン
ト
用
品
を
貸

し
出
し
て
い
ま
す
。

　

４
～
９
月
の
先
行
予
約
を
受
け

付
け
ま
す
。
貸
出
期
間
は
５
日
間

以
内
。
抽
選
。
先
行
予
約
期
間
終

了
後
は
、
先
着
順
。

　

貸
出
品
は
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
機
、

綿
菓
子
機
、
か
き
氷
機
、
発
電
機
、

焼
き
そ
ば
台
、
焼
き
物
機
、
お
で

ん
鍋
、
テ
ン
ト
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ

イ
ク
・
ア
ン
プ
。

募　

電
話
で
、
３
月
２
日（
月
）ま

で
に
、
協
働
推
進
課
☎
21
―
９
６

１
８
へ
。

布
ぞ
う
り
作
り
教
室

　

好
き
な
色
の
布
を
使
っ
て
、
自

分
だ
け
の
ぞ
う
り
を
作
り
ま
す
。

　

３
月
６
日（
金
）午
前
９
時
～
正

午
。
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ（
四
之

宮
７
―
３
―
５
）。
16
人（
先
着

順
）。
不
要
な
布
・
は
さ
み
・
物

差
し
・
ピ
ン
セ
ッ
ト
な
ど
。

募　

電
話
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
☎
51
―
5
３
０
１
へ
。

ひ
ら
つ
か
環
境
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
の
活
動
発
表
会

　

地
球
温
暖
化
対
策
な
ど
の
活
動

に
取
り
組
ん
だ
団
体
の
活
動
発
表

や
、「
地
球
温
暖
化
の
現
状
と
未
来

予
測　

今
、
何
を
す
べ
き
か
」が

テ
ー
マ
の
講
演
を
し
ま
す
。

　

３
月
７
日（
土
）午
後
１
時
30↓

　まちづくりについて話し合う会議に参加し
て、市民の皆さんの目線で意見を出しませんか。
ご参加をお待ちしています。募集期間はいずれ
も3月20日（金）午後5時までです。

　子ども・子育て会議
　任期は4月１日から2年間。次の条件を全て満
たす方3人（選考）。①4月１日現在、市内に１年以
上在住の高校生を除く１8～75歳②会議を構成す
る委員の選出団体に属していない③市のほかの
審議会などの委員ではない④平日に開く会議に
出席できる。
募　本館7階の保育課☎2１―９842 2１―９738
hoikuka@や市ウェブにある申込書を、郵送・
ファクス・メールまたは直接、同課へ。

　下水道運営審議会
　任期は7月１日から2年間。次の条件を全て満
たす方2人（選考）。①市内に１年以上在住で、公
共下水道の供用開始地区に住んでいる②7月１日
現在で、高校生を除く１8～75歳③市のほかの審
議会などの委員ではない④平日に年2回程度開
く会議に出席できる、など。過去に同委員の経
験のある方は応募できません。
募　本館6階の下水道経営課☎2１―8785や公民
館、市ウェブにある申込書に記入し、本人が直
接、同課へ。

公募委員になって
まちづくりに参加しよう

エコアップ隊員を募集
　生き物でいっぱいの水辺の環境をよくする活動や
生き物観察などをします。
　毎月１回程度開催。3月2１日（祝）に相模リバーセン
ター（中堂246−2）で説明会を開きます。小学生以上
の方60人（抽選）。小学生は保護者同伴。年4,000円・
家族会員は年5,000円、エコアップ隊員手帳代200円・
開催ごとに保険料１人１00円。イベントにより、参加
費を別途徴収します。
募　全員の必要事項・年齢・メールアドレスを、往
復はがきで、3月8日（日）までに、みどり公園・水辺
課☎2１―９852へ。

馬入水辺の楽校自然展を開催
　生き物の写真や子どもたちが作った自然の新聞の
展示、草笛教室などをします。
　3月１4日（土）午前９時30分～午後3時。雨天の場合
は１5日（日）に延期。文化公園（浅間町）。

　　　　　　問　みどり公園・水辺課☎2１―９852

馬入水辺の楽
が つ

校
こ う

で
自然と触れ合いましょう

楽しみながら身近な環境を学びます


